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解答データから見る傾向
公開実力確認テスト情報Ⅰ
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情報Ⅰ公開実力確認テストとは

CBT 方式

日文 Web サイト
より

テストフォームへ
アクセス

パソコン・
タブレット・

スマートフォン
などで受験可能

令和 4 年度より「情報Ⅰ」の授業がはじまり、令和 7 年度大学入学共通テストで「情報Ⅰ」の試験が実施
されることを受け、日本文教出版では、「情報Ⅰ」の 4 つの領域「情報社会の問題解決」「コミュニケーショ
ンと情報デザイン」「コンピュータとプログラミング」「情報通信ネットワークとデータの活用」について、
これまでの学習を通してどの程度の実力がついたのかを確認できるテストを作成しました。
2023 年 2 月に公開・実施した第 1 回に引き続き、2024 年 7 月に第 2 回を日文 Web サイトで公開・実施
しました。

そのほか、実際の利用手順や動作環境などの詳細は、以下よりご確認ください。
現在、第 1 回、第 2 回ともに実施期間を終了し、それぞれ問題のフォームデータと解答・解説データを掲
載しています。

第 1 回
https://www21.nichibun-g.co.jp/joho_koukaitest/

第 2 回
https://www21.nichibun-g.co.jp/joho_koukaitest_2nd/

実施要領
● Google Forms と Microsoft Forms を用いた CBT 方式。
● 問題数は 41 問、出題形式は選択式。
● 試験時間は 40 ～ 45 分を想定。
● 解答送信後に点数と正誤のみ確認可能。
● 実施期間終了後に、日文 Web サイトで解答・解説（PDF）を公開。

※�解答を送信した後、自身の解答をフォーム上で記録することができない設定。自身の解答は別
の場所に記録し、実施期間終了後に公開される解答・解説を参照して確認する。

● 実施期間中は、いつでもどこでも何度でも受験が可能。

出題内容
●「情報Ⅰ」についてどの程度の力が身についているかを確認するものです。
● �学習指導要領における 4 領域のバランスに配慮して出題しています。教科書記述を原則とします

が、問題を解くための前提条件（知識）を提示したうえで、教科書の記述内容を超えた内容が
出題される場合もあります。

問題構成

本テストは大問 6 問で構成されており、おもな内容および配点は次の通りです。

配点 出題領域

第 1 問 10 点 2 進法の数の計算

第 2 問 40 点 プログラミング（多人数によるじゃんけん勝負回数）

第 3 問 10 点 ネットワークのプロトコル

第 4 問 20 点 データベースと RDB の設計

第 5 問 8 点 データの活用

第 6 問 12 点 データの活用─ 2 変量のデータ分析

計 100 点

第 2 回 概要

https://www21.nichibun-g.co.jp/joho_koukaitest/
https://www21.nichibun-g.co.jp/joho_koukaitest_2nd/
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本冊子に掲載されているデータについて 分析結果（得点概要）

合計 第 1 問 第 2 問 第 3 問 第 4 問 第 5 問 第 6 問

1 年 今回は 1 年生の受験生はいませんでした。

2 年（117 名） 37.90 2.19 15.44 4.63 7.52 2.31 5.81

3 年（904 名） 53.74 4.23 23.39 5.18 9.52 3.33 8.09

得点分布
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総受験者数 1021 人 ／ 学校数 9 校

合計 第 1 問 第 2 問 第 3 問 第 4 問 第 5 問 第 6 問

2 進法の数の計算 プログラミング ネットワーク データベース データの活用 データの活用

配点 100 10 40 10 20 8 12

平均点 51.76 3.98 22.33 5.18 9.26 3.20 7.80

得点率 52％ 40％ 56％ 52％ 46％ 40％ 65％

標準偏差 15.68 2.77 9.35 2.54 3.50 1.80 3.08

最高点 92 10 40 10 20 8 12

最低点 10 0 0 0 0 0 0

中央値 53 4 23 4 10 4 8

得点率が低い領域は、「2 進法の数の計算」、次に「データの活用（第 5 問）」が続いています。どちらもそれぞれの
領域で基礎となる内容の理解に問題があることがうかがわれます。

POINTPOINT

● �試験時間や問題数などの基本要領は一般公開と同じです。
● �Google Forms と Microsoft forms で作成した問題データを協力校へ提供し、授業や宿題などでご活用

いただく形でテストを実施していただきました。
● �各フォームで収集した生徒さんの解答データを匿名化したうえ、日文にご提供いただきました。
● �収集したデータの平均点や標準偏差などの統計を算出し、表やグラフにまとめました。

第 2 回のテストについて、モニター受験にご協力いただいた高校生の受験者の解答結果を分析しました。

6 月 10 日（月）～ 28 日（金）

すでに「情報Ⅰ」の履修を終え、令和 7 年 1 月以降に実施予定の大学入学共通テスト
で「情報Ⅰ」を受験する予定の生徒。

実施期間

対象

CONTENTS 分析結果（得点概要）� 5

分析結果（各問詳細）

第 1 問 6

第 2 問 9

第 3 問 16

第 4 問 18

第 5 問 23

第 6 問 25

参考 29

今後の課題 30

本テストの難易度比較や成果、効果、課題などを把握し、今後の教材作成などに生かすために、日文 Web
サイトでの一般公開に先立ち、モニター受験を実施しました。
一般公開期間中は高校生以外の方も受験できるため、得られる解答データが高校生の実態を反映したものに
ならない可能性があることから、高校生の受験者のみのデータを得るため、日文の教科書編集協力者の先生
方へモニター受験へのご協力をお願いしました。

モニター受験とは



第 1 問 第 2 問 第 3 問 第 4 問 第 5 問 第 6 問
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問題ごとにどの選択肢がどれくらい選ばれているかの比率を出しました。受験者がどのような誤解をしているのか、
どの知識が不足しているのかを整理し、理解度を向上するための指導ポイントをまとめました。

正答率が 16％と低く、授業で「補数」については 2 進法の計算の補足として触れる程度で、生徒が「2 の補数」と
いう表現に慣れていない可能性があります。補数には 2 つの種類があることや、コンピュータの演算では 2 の補数を
使い減算を加算で処理すること、また、乗算や除算なども加算回路を利用していることにも触れられるとよいでしょう。

②
49％

●③
16％

④
15％

⑤
16％

①
2％

⓪
2％

未回答
0％

正答 配点 正答率

●③ 2 点 16％

指導ポイントポイント

⓪
11％

④
7％

⑥
10％

①
3％

③
1％

⑤
3％

⑦
1％

⑧
0％

⑨
2％

未回答
0％

●②
62％

正答 配点 正答率

●② 2 点 62％

【ウ】2 の補数を求める問題

④
34％

②
5％

⓪
2％ ①
3％

③
3％

⑥
4％

⑦
2％

⑧
3％

⑨
2％

未回答
1％

●⑤
41％

2 の補数を求めるには、第 1 段階でビット反転を行い、第 2 段階でビット反転した数に 1 を加えます。2 番目に
多く選ばれている選択肢④は第 1 段階まで計算したもので、これを選んだ生徒は第 2 段階の計算を失念していた
ものと考えられます。

指導ポイントポイント

正答 配点 正答率

●⑤ 2 点 41％

62％が正解しているので、2 進法減算の筆算における桁借りは理解できているようです。2 進法の加算・減算の筆
算は練習問題を解くことで、ミスなく得点できるようにしたいところです。

指導ポイントポイント

【イ】2 進法の減算の技能を問う問題

【ア】補数の概念と名称を問う問題

2 進法の数の計算を中心に、
補数の概念や、コンピュー
タでは補数を用いることで
減算を加算で処理している
ことを説明した文章です。
これらの加算処理と全加算
回路とを結びつけて理解し
ているかどうかを問う問題
となっています。

第 1 問

分析結果（各問詳細） ■ 第 1 問　■ 第 2 問　■ 第 3 問 
■ 第 4 問　■ 第 5 問　■ 第 6 問



第 1 問 第 2 問 第 3 問 第 4 問 第 5 問 第 6 問
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【オ】加算回路の知識理解を問う問題

【エ】2 進法の加算の技能を問う問題

半加算回路と全加算回路の違いを理解しているかどうかが問われています。半加算回路は 1 ビット（1 桁）の 2
進法の数の加算を処理する論理回路であり、複数ビットの加算を処理できるのは全加算回路です。
教科書における「2 進法の数の計算」と「論理回路」という単元をまたいだ事柄同士を結びつけて理解させるよう
指導することが肝要です。

⑧
13％

②
7％

⓪
1％ ①

1％ ③
2％
④
3％

⑤
4％
⑥
5％

⑦
3％

未回答
2％

●⑨
59％

⓪
12％

②
9％

①
11％

③
4％

未回答
0％

④
43％

●⑤
21％

シンプルな 2 進法の数の加算の問題です。
選択肢⑧は、前問【ウ】で②を選択した生徒が選んでしまったと考えられます。また、前問で④を選択した生徒は、
加算結果が本問の選択肢にない時点で、前問の回答が誤りであったことに気づけるとよいでしょう。

指導ポイントポイント

指導ポイントポイント

正答 配点 正答率

●⑨ 2 点 59％

正答 配点 正答率

●⑤ 2 点 21％

じゃんけん大会のシミュレーションを通じて、「プログラミング」と「モデル化とシミュレーション」の基礎を理
解できているか確認する問題です。プログラミングにおいて基本的な要素である「繰り返し」と「条件分岐」の構
造、「配列」などが使われています。
確率モデルとして乱数を扱ったシミュレーションを、じゃんけんという日常的に理解しやすい題材に落とし込んだ
内容となっています。
プログラミングの問題では、問題を正確に把握する力、関数などの補足説明の理解力、課題を解くために要素を結
びつける力などが必要となります。

問 1
じゃんけんで出され
た手（グー、チョキ、
パー）を決めるプロ
グラムを完成させる
問題です。
0 ～ 1 の間の小数を
ランダムに発生する
乱数から、整数の 0
～ 2 を 得 る た め の
計算式を問う内容と
なっています。

第 2 問



第 1 問 第 2 問 第 3 問 第 4 問 第 5 問 第 6 問
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【イ】反復条件を問う問題

②
14％

③
4％

①
23％

未回答
1％

●⓪
58％

【ア】乱数から整数 0，1，2 を得る計算式を問う問題

⓪
15％

②
10％

③
25％

未回答
1％

●①
49％配列の添字は 0 からはじまるという知識が前提とされています。この知識

があれば、配列 Gcp の要素は添字 0 〜 2 の数値であらわすことができます。
したがって、【ア】には 0 〜 2 を出力する計算式が入ります。選択肢⓪で
は 0 が出力できません。②と③は小数を 2 や 3 で割っていることから、す
べて 1 未満の数で 0 しか出力されません。これらを選んだ生徒は、乱数の
性質または割り算の演算子が理解できていないと考えられます。

変数の値を変化させながら反復処理を行う構造を使っています。この問題
では、参加者全員のじゃんけんの手を数えるので、参加者の人数分反復す
る必要があります。
参加者数は変数 sanka に格納されています。5 行目に「n を 0 から～」と
あるので、変数 n は 0 からはじめます。sanka 回繰り返すためには、変数
n は sanka-1 まで変化する必要があります。

「0 から（指定回数 -1）まで変化させる」ことは（配列と組み合わせで）よ
く見られるパターンなので、慣れておいたほうがよいでしょう。なお、今
回は配列の要素の値を使わないので、「1 から指定回数まで変化させる」と
いうプログラムでも同じ動作をします。

【ウ】�カウントのアルゴリズムにおける足し上げの計算式を問う問題

⓪
10％

②
7％

③
12％

未回答
1％

●①
70％正答率が 70％と、よくできています。

カウントのアルゴリズムでは、反復構造の前に数えた数を格納する変数に
0 を代入する初期化を行い、反復構造内では条件に合ったときに 1 を足し
上げる計算式を使います。このような基本アルゴリズムを理解しておくこ
と、そして具体的なプログラミングの中で特定のアルゴリズムを見いだす
力が重要になります。

指導ポイントポイント 指導ポイントポイント

指導ポイントポイント

正答 配点 正答率

●① 6 点 49％

正答 配点 正答率

●⓪ 5 点 58％

正答 配点 正答率

●① 5 点 70％

問 2
じゃんけん大会の参
加者全員のじゃんけ
んの手（グー、チョ
キ、パー）の数をカ
ウントするプログラ
ムを完成させる問題
です。
カウントは総和のア
ルゴリズムを使うの
で、変数の初期化と
カウントするための
1 を足し上げるとい
う 計 算 が 必 要 で あ
り、これを理解でき
ているかを問う内容
となっています。

第 2 問



第 1 問 第 2 問 第 3 問 第 4 問 第 5 問 第 6 問
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⓪
6％

②
12％

⑤
26％

①
8％

④
5％

未回答
2％

●③
41％

②
9％

④
1％

⑤
2％

⓪
1％ ①

2％

未回答
1％

●③
84％

【エ】 【ク】

⓪
5％

①
2％

②
2％
③
3％ ④

2％

未回答
1％

●⑤
85％

【オ】

⓪
5％

①
2％②
2％ ③1％ ④1％

未回答
2％

●⑤
87％

【カ】

3 つとも正答率が 80％を
超えており、非常によくで
きています。本問題は問 2
が正解できていなくても

（プログラムを理解できて
いなくとも）解ける問題で、
会話文の日本語を理解でき
ているかを問う問題なの
で、簡単といえるでしょう。

指導ポイントポイント

問 3 の表 1 にある例 1（グーが 0 人のとき）をプログラムに変換できる
かどうかが問われています。グーが 0 人のときは、チョキとパーの人だ
けがいることになり（17 行目でチョキだけ、パーだけの可能性が排除さ
れているという課題がありますが、この課題はあとの問いで扱われます）、
チョキの人が勝ち上がることになります。前問【エ】の正答率が 84％で
ありながら、【キ】と【ク】がそれよりも正答率が低くなるということは、
理解していることをプログラムに変換する能力が不足しているものと考
えられます。思考内容をプログラムで表現する訓練が必要といえるでしょ
う。

指導ポイントポイント

②
7％

③
7％

⑤
7％

①
11％

④
2％

未回答
2％

●⓪
64％

【キ】
正答 配点 正答率

●⓪ 3 点 64％

正答 配点 正答率

●③ 3 点 41％

正答 配点 正答率

●⑤ 2 点 87％

正答 配点 正答率

●⑤ 2 点 85％

正答 配点 正答率

●③ 2 点 84％

問 3
【エ】【オ】【カ】

複数の人のじゃんけんの手
の集計結果から、次のじゃ
んけんに進む参加者数を求
める問題です。
じゃんけんの勝敗について
の会話文を読み解く力が問
われています。

問 4
【キ】【ク】

じゃんけん大会の決着までの
回数を求めるシミュレーショ
ンを実行するためのプログラ
ムを完成させる問題です。
二重反復構造があり、外の反
復と内の反復とがそれぞれ何
を処理するものなのかを理解
し、シミュレーションを進め
る中で、勝敗によって参加者
の変化を計算式であらわすこ
とが求められます。

第 2 問第 2 問



第 1 問 第 2 問 第 3 問 第 4 問 第 5 問 第 6 問
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【コ】【サ】確率モデルと確定モデルの違いを理解しているか確認する問題

モデルの名称を問うシンプルな問題ですが、正答率が低い結果となりました。
問題内のプログラムで乱数を使っていることから、【コ】は確率モデルです。また、会話文の「期待値を求める計
算式がわかれば」という部分から、【サ】は乱数を使う必要がない確定モデルによるシミュレーションとなります。

「期待値」の概念を正確に理解ができていないために正答率が低かったのではないかと推察されます。

修正前のプログラム 17 行目の条件式では、「参加者が 3 つの手すべてを出した」をあいこの条件としていますが、
この問題の会話文では実行結果 3 を前提にして条件式を考えることになります。
つまり、「全員が同じ手を出してあいこになる」という条件を考え、これを条件式であらわすことができるかが問
われています。
誤答の選択肢が割れているのは、問題点の理解が不足している、または条件式を組み合わせる論理の理解不足であ
ると考えられます。なお、「参加者が 3 つの手すべてを出した」場合は、17 行目の条件式に続く 19、21、23 行
目にある条件にすべて当てはまらず、何も処理されない（あいこと同じ）ことまで理解できていれば完璧です。

⓪
5％

②
12％

③
12％

⑤
6％

①
18％

未回答
1％

●④
46％

指導ポイントポイント

指導ポイントポイント

正答 配点 正答率

●④ 6 点 46％

⓪
30％

②
21％

③
6％

未回答
1％

●①
42％

【コ】

①
56％

②
17％

③
5％

未回答
1％

●⓪
21％

【サ】正答 配点 正答率

●① 3 点 42％

正答 配点 正答率

●⓪ 3 点 21％

【ケ】

プログラムの論理エラーを修正す
る問題です。実行結果 3 では、じゃ
んけんで「全員が同じ手によるあ
いこ」のときでも勝敗が決まった
ものとして処理が行われていま
す。正しく「あいこ」を扱って勝
敗を判定する条件式を求める問題
です。

第 2 問　問 4



第 1 問 第 2 問 第 3 問 第 4 問 第 5 問 第 6 問
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⓪
26％

③
12％

①
8％

未回答
0％

●②
54％

⓪
46％

②
13％

③
2％

未回答
1％

●①
38％

【ウ】IP アドレスと対照される文字列の名称を問う問題

正答率 87％と高い結果となりました。
「ドメイン名」は、ネットワーク領域の用語のうち、URL やメールアドレス
と結びついているものとして、比較的なじみがある言葉だったのでしょう。
生徒が実生活で触れる機会の多い用語だったことから、正答率が高くなった
と考えられます。

指導ポイントポイント

【オ】通信上の規約を問う問題

電子メールに関わる複数のプロトコルを併記することで、総称として「プロ
トコル」という言葉を導きだすことが求められています。「サーバ」は最初
の空欄【オ】には入れることはできますが、最終行の空欄【オ】には入らな
いので注意しましょう。

指導ポイントポイント

【イ】IPv4 アドレス空間の大きさを問う問題

【ア】と連動する問題で、正答率もほぼ同じ結果となりました。
n ビットが 2n 個の情報を識別できるという、情報量の概念を理解できてい
れば、こちらも簡単に正解できる問題です。
情報量に関する授業でビットをどのように扱ったかを確認しましょう。

指導ポイントポイント

【ア】IPv4 アドレスのビット数を問う問題

⓪
43％

②
15％

③
3％

未回答
0％

●①
39％

IPv4 アドレスのビット数を問うシンプルな内容ですが、正答率は 39％にと
どまりました。
授業で IPv4 アドレスの 2 進法表記と 10 進法表記との対応や変換などを学
習していれば容易に正解できる問題です。
基本的な概念や変換方法についての理解を深め、繰り返し演習を行うことで
定着をはかりましょう。

指導ポイントポイント

正答 配点 正答率

●① 2 点 39％

正答 配点 正答率

●① 2 点 38％

⓪
1％

②
8％

①
3％

未回答
1％

●③
87％

正答 配点 正答率

●③ 2 点 87％

【エ】�IP アドレスとドメイン名の対応づけを管理するしくみの名称を問う問題

【ウ】の正答率 87％に対し、本問題の正答率は 41％と極端に低くなってい
ます。
ネットワーク領域は、普段は見ることがないしくみについて扱うことが多く、
深い学習をしないと問題が解けず、選択肢①のようなネットワーク領域でよ
く目にする用語に惑わされてしまいます。他の選択肢についても答えられる
よう、基本用語はしっかり押さえておきましょう。

指導ポイントポイント

②
14％

①
34％

③
10％

未回答
1％

●⓪
41％

正答 配点 正答率

●⓪ 2 点 41％

正答 配点 正答率

●② 2 点 54％

ネットワークのプロトコル
とドメインに関する知識理
解を問う問題です。基本的
な用語ばかりなので、しっ
かり押さえておきたいとこ
ろです。

第 3 問
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18 19

【ウ】NoSQL のデータ構造に関する問題

この問題は、NoSQL のデータ構造のうち「キー・
バリュー」という用語を問うものです。データベー
ス領域において NoSQL の扱いが少ないため、理
解が不足している可能性があります。

⓪
41％

③
9％

②
28％

未回答
1％

●①
21％

【エ】�リレーショナルデータベースにおける�  
キーの役割に関する問題

⓪
32％

③
5％

①
25％

未回答
0％

●②
38％

【ア】データベースにおける情報セキュリティのしくみを問う問題

正解の「アクセス制御」という用語を記憶していなくても、他の選択肢の用語が平易なものが多かったことが
79％という高い正答率の一因と考えられます。「利用できることにすること」という問題文から「アクセス」とい
う言葉を連想することで、推測でも正解にたどり着くことができたのでしょう。

③
5％

①
11％

②
5％

未回答
0％

●⓪
79％

指導ポイントポイント

指導ポイントポイント

教科書の記述をしっかり読み込んでいないと正解
が難しい問題です。

「キー」という用語が暗号化でも使われるため、一
部の生徒が選択肢⓪に惑わされてしまったようで
す。リレーショナルデータベースにおけるキーの概
念を確実に理解させるために、用語の使い方や文
脈の違いに焦点を当てて指導するとよいでしょう。

指導ポイントポイント

正答 配点 正答率

●⓪ 2 点 79％

【イ】データモデルの名称を問う問題

⓪
16％

③
5％

①
14％

未回答
0％

●②
65％

データ構造が図としてどのようにあらわされるかを把握できていれば正解できる内容です。木構造（枝と葉の関係）
が階層的であることに気づけば、用語を正確に記憶していなくても解くことが可能です。

指導ポイントポイント

正答 配点 正答率

●② 2 点 65％

正答 配点 正答率

●① 2 点 21％

正答 配点 正答率

●② 2 点 38％

Ⅰ　問 1〜4
データベース全般に関わる基
本的な用語の知識理解を問う
問題です。

第 4 問

Ⅱ　問 5〜9
リレーショナルデータベースの設計
をする場面を通して、キーの役割や
参照できるデータの抽出などについ
て、思考力を問う問題です。

第 4 問
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【キ】�RDB のテーブルと構造から抽出できる情報を判断する問題

⓪
1％

⑤
3％

①
5％

②
29％

④
14％

未回答
1％

●③
47％

問題文に書かれた情報を丁寧に読み解く力と粘り強さが求められています。
それぞれのテーブルに含まれるフィールドから読み取れる情報を確認し、キーで連携された別テーブルとの組み合
わせから取り出せる情報を確認することができれば、正解にたどり着けます。B は、商品価格がフィールドに含ま
れないため購入額を比較できません。D は、商品名がフィールドに含まれないので集計できません。
さまざまな例題を解き、経験を積むことが、このような問題の正答率を上げるための対策になります。

指導ポイントポイント

正答 配点 正答率

●③ 2 点 47％

【カ】主キーの特徴を理解しているかを確認する問題

この問題も前問と同様に、主キーの概念の理解不足が原因で、正答率が低く（30％）なっていると考えられます。
リレーショナルデータベースの領域では、「キー」と「主キー」の概念をしっかりと理解させる授業を展開しましょう。

指導ポイントポイント

③
31％

①
16％

②
22％

未回答
1％

●⓪
30％

正答 配点 正答率

●⓪ 2 点 30％

【オ】主キーの満たすべき条件を問う問題

⓪
16％

①
10％

②
30％

未回答
1％

●③
43％

問題文の主キーに関する一文「レコードを一意に決定する」の具体例を問う問題です。「一意に決定できる」こと
が「重複した値を持たない」という条件により成立するということに気づく思考力が求められています。

指導ポイントポイント

正答 配点 正答率

●③ 2 点 43％



第 1 問 第 2 問 第 3 問 第 4 問 第 5 問 第 6 問
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⓪
20％

②
10％

③
9％

未回答
1％

●①
60％

【コ】目的に応じた情報システムを判断する問題

【ケ】条件を満たす論理式を考える問題

⓪
38％

③
1％
②
5％

未回答
1％

●①
55％

①
7％

⑤
3％

⑦
1％

⓪
44％

②
5％

④
6％

⑥
6％

未回答
1％

●③
27％

未回答
1%

⓪
4% ①

9%

③
6%

●②
80％

【ク】必要な情報を入手するためのフィールドを判断する問題

手順書の内容と「集合」という概念の理解をもとに思考力を問う問題です。
手順 1 と手順 2 のどちらにも【ク】が含まれていることから、共通するフィールドは製造 ID だけであることがわ
かります。正解以外の選択肢はすべて該当せず、消去法でも簡単に解くことができます。

指導ポイントポイント

想定以上に正答率が低い結果になりました。安易に選択肢⓪を選んだ生徒が多かったと考えられます。
論理式やそれを表現するベン図は、数学の問題でも出題されます。数学で学んだ内容を他の分野でも適用できるよ
うな、具体例を通じて論理的思考を深め、さまざまな場面で応用できる力を養う指導が必要です。

指導ポイントポイント

目的を実現するシステムが具体的でイメージしやすいこともあり、正答率は中程度でした。「適切でない」という
問題文を正しく理解していない生徒が一定数いたと考えられます。よくある問題のひとつなので、問題文の細かい
表現や条件を正確に読み取る重要性を強調し、生徒が誤解しないように注意を促す指導が必要です。

指導ポイントポイント

データの尺度に応じて適切な統計処理の組み合わせを問う問題です。
選択肢⓪と③が比例尺度、①は順序尺度、②が名義尺度にあたります。簡単
な例であったため、名義尺度の数値を足しても意味がない（度数を数えるこ
とはできる）ことには、ほとんどの生徒が気づけたようです。間隔尺度と比
例尺度を問題にした場合には、もう少し難しい判断を求められるでしょう。

指導ポイントポイント

正答 配点 正答率

●③ 2 点 27％

正答 配点 正答率

●① 2 点 55％

正答 配点 正答率

●① 2 点 60％

正答 配点 正答率

●② 2 点 80％

【ア】
データの尺度と適切な統計処理を判
断する問題です。

Ⅰ　問 1〜4
データの活用全般に関する基本的な知識と、データを読み解く基本的な力を問う問題です。

第 5 問
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未回答
1%

⓪
1%

①
11%

②
17%

③
31%

⑤
1%

●④
38％

【イ】共起ネットワークなどの言葉を分析する手法の名称を問う問題

【ウ】単純集計表の読解力を問う問題

【エ】仮説を立てる力を問う問題

〈参考〉日本鞄協会ランドセル工業会
https://www.randoseru.gr.jp/graph/result18.html

〈参考〉家計調査（家計収支編）時系列データ
（二人以上の世帯）品目分類：支出金額・名目
増減率・実質増減率（月・年）2015 年～ 2019 年

（CSV：41KB）
https://www.stat.go.jp/data/kakei/longtime/#tim

未回答
0%

⓪
50%

①
8％

③
10%

●②
32％

未回答
0% 

①
15%

②
66%

③
9%

●⓪
10％

「テキストマイニング」という用語を問うシンプルな問題
ですが、想定以上に正答率は低い結果となりました。
共起ネットワークの図が、総合学習の際に用いられるイ
メージマップやマインドマップの図に似ていることから、
誤った解答に誘導された可能性があります。
問題文の「文字情報を分析」という言葉を中心に考える
力が求められます。

正解率が著しく低い結果となりました。
調査データを読み、分析に値する観点に対して仮
説を考える力を問う内容です。
問題文から「ランドセル購入割合が多い時期が早
まった社会的要因」が本問題の分析の観点となり
ます。「社会的要因」とはどのようなものを指すの
かを理解していれば、選択肢⓪は自然要因によっ
て引き起こされていることがわかるので、不適切
であると判断できます。②に引っ張られた人は、
祖父母と相談することが、購入時期が早まった要
因にはならないと考えたのだと推測されます。本
問題が問うのは「社会的要因を探る仮説」であり、「最
も不適切な選択肢」は⓪となります。

指導ポイントポイント

単純集計の表データを読み解く問題です。最も単
純なデータ分析にもかかわらず正答率は 38％に
とどまりました。
B のみ正しいのですが、C も正しいと判断した生
徒が多く、選択肢③を選んだ生徒がいたと考えら
れます。一人が 3 種類以上のペットを飼っている
場合を想定できたかが問われています。このよう
な想像力もデータ分析には必要になってきます。

指導ポイントポイント

指導ポイントポイント

正答 配点 正答率

●⓪ 2 点 10％

正答 配点 正答率

●② 2 点 32％

正答 配点 正答率

●④ 2 点 38％

Ⅰ　問 1〜4
2 変量のデータ分析に関する問題です。時系
列の折れ線グラフ、散布図、相関、疑似相
関など基本的な分析手法について問う内容
です。

第 6 問
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【ア】2 変量の時系列データからデータの分布（散布図）を読み解く問題

未回答
2%

⓪
18%

②
10%

●①
70％

正答率も高く、折れ線グラフで表現
されたデータの分布の具合を把握で
きています。

【ウ】グラフの解釈を問う問題

【イ】散布図から相関係数を推測する問題

未回答
1%

⓪
4% ①

6%
②
8%

③
16%

④
23%

●⑤
42％

相関係数とデータのばらつき具合の関係を問う問題です。
本来なら、前問【ア】と同程度の正答率が期待される問題ですが、42％にとどまりました。
選択肢⓪～③を選んだ生徒は、相関係数の基本から理解できていないと考えられます。④と⑤は、いくつかの散布
図を描き、相関係数を求める演習を行っていれば判断できるはずです。

指導ポイントポイント

指導ポイントポイント

基本的な解釈を問う問題なので、もう少し正答率が高いことが期待されます。選択肢②は、相関関係と因果関係を混
同している内容で、惑わされた生徒がいると考えられます。これらの用語の定義はしっかりと確認しておきましょう。

指導ポイントポイント

【エ】疑似相関の交絡因子を考える問題

正答 配点 正答率

●⑤ 2 点 42％

正答 配点 正答率

●① 2 点 70％

未回答
1%

⓪
3%

②
16%

③
22%

●①
58％

正答 配点 正答率

●① 2 点 58％

交絡因子が「気温」とわかりやすいことから、正答率が 87％と高くなったようです。気温や人口などを交絡因子
とする問題はよく見られるため、繰り返し例題を解いて慣れておきましょう。

指導ポイントポイント

未回答
1%

⓪
7%

②
3%
③
2%

●①
87％

正答 配点 正答率

●① 2 点 87％

Ⅱ　問 5〜6
データ分析の際にあらわれる特異なデータの解釈に
関する問題です。

第 6 問
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第 2 回 情報Ⅰ 公開実力確認テスト
総受験者数 2176 人

合計 第 1 問 第 2 問 第 3 問 第 4 問 第 5 問 第 6 問
2 進法の数の計算 プログラミング ネットワーク データベース データの活用 データの活用

配点 100 10 40 10 20 8 12
平均点 42.27 3.28 17.15 4.87 7.94 2.73 6.30
得点率 42％ 33％ 43％ 49％ 40％ 34％ 53％

標準偏差 18.53 2.92 9.66 2.78 4.14 1.91 3.32
最高点 100 10 40 10 20 8 12
最低点 0 0 0 0 0 0 0
中央値 41 2 16 4 8 2 6

189189
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第 1 回 情報Ⅰ 公開実力確認テスト
総受験者数 2722 人

合計 第 1 問 第 2 問 第 3 問 第 4 問 第 5 問 第 6 問 第 7 問
配点 100 11 20 18 28 3 10 10

平均点 34.05 5.61 5.64 6.87 8.35 1.15 2.91 3.52
得点率 34％ 51％ 28％ 38％ 30％ 38％ 29％ 35％

標準偏差 18.50 2.78 4.68 5.00 5.98 1.46 2.72 3.03
最高点 100 11 20 18 28 3 10 10
最低点 0 0 0 0 0 0 0 0
中央値 33 6 5 6 8 0 2 3

539539
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100
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468468

145145
6868 5050 3939 4646

得点分布

得点分布

一般公開期間中に受験してくださった方々の集計結果です。参 考

【オ】相関係数に関する問題
未回答
1%

①
27%

●⓪
72％

相関係数の正負を読み解くだけの問題であったため、正答率も高くなりました。
散布図のうち赤線で囲まれたデータを除けば、やや右肩下がりの一直線上にあるように見えるため、相関係数は負
の値になります。赤線で囲まれたデータを考慮しても右肩下がりの傾向は変わりません。
相関係数の絶対値の変化を問う問題になると正答率は下がる可能性がありますので、相関係数の変化についても理
解を深める指導が必要です。

指導ポイントポイント

未回答
1%

⓪
8%

②
24%

③
6%

●①
61％

【カ】特異なデータの解釈に関する問題

特異なデータについてどのような解釈が成立するかを考える力を問う問題で、正答率も 61％ありよくできています。
大問の問題文の冒頭にあるように「総務省の家計調査」のデータをもとにしているということを考えれば、これら
の特異なデータは異常値ではなくわたしたちの社会生活上に起因するものと考えられ、選択肢①と②が候補になり
ます。データが 3 年分であることを考えると、①の説得力のほうが高いと判断できます。

指導ポイントポイント

正答 配点 正答率

●⓪ 2 点 72％

正答 配点 正答率

●① 2 点 61％
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おもに「第 2 回 情報Ⅰ公開実力確認テスト」について、集計データをもとに、問題ごとの正答率や選択肢の選択比率を

示し、受験者が陥りやすいポイントや対策を整理しました。

テスト結果から見えてきた今後の課題として、4 つのポイントを示します。

今後の課題

情報に関する用語を暗記するだけでは大学入試問題に対応しきれるとはいえません。生徒が概念を正確に理解

するような指導を心がけることが大切です。その際、教科書の他領域とのつながりを意識すると、より理解が

深まります。

たとえば、第 3 問【イ】の IPv4 アドレスの 32 ビットのアドレス空間は、情報のデジタル化の領域で学習す

る情報の符号化と情報量の概念を理解していれば、32 ビットで符号化できる情報の数と同じであることがわ

かります。

また、教科書で詳しく扱われていなかったことから、正答率が低くなった問題もあったようです（第 2 回でい

えば、補数の問題）。

大学入試に出題される可能性のある幅広い知識をカバーするためにも、使用している教科書や教材だけで終わ

りにならないような指導をする必要があります。

第 3 問【イ】➡ p.16Check!Check!

基本的な概念理解1

教科書の第 2 章の内容が第 4 章で応用できるなど、学習した概念や技能が別の領域でも活用できることを意識

させることが重要です。表面的には異なるものに感じられても、本質は同じであることが多々あります。本質

を理解したうえで、たくさんの例に適用できるようになることが応用力をつける近道です。

たとえば、データの集合を求めるための論理式を問う問題（第 4 問の問 8）は、小学校から扱われるベン図、

高校数学Ⅰの集合、コンピュータ領域の論理回路や真理値表、プログラミングの条件式（第 2 問の問 4【ケ】）

などと関連しています。本テストでは出題していませんが、大学入試ではド・モルガンの法則を扱った問題が

出題されることもあります。多面的な学びを通じて、幅広い知識の応用ができるよう本質的な理解を促す指導

をしましょう。

異なる領域・教科との結びつき

第 4 問　問 8 ➡ p.22 ／ 第 2 問　問 4【ケ】➡ p.14Check!Check!

2

今回、詳細にまとめることができませんでしたが、やはり授業時間が限られている学校では、テストの結果が低調に終

わる傾向が見られました。

授業時間や補習の有無だけでなく、2 年次に授業が行われなかったり 3 年次での授業時間が限られていたりと、学校に

よってさまざまな履修状況があるかと思います。長期休暇中の補習や個別指導だけでなく、1 年次で情報 I を履修した

あとの大学入試までのつなぎ方など試行錯誤されているなか、対策のひとつとして本テストをご活用いただいた方もい

らっしゃるでしょうか。

第 2 回のテストでは、ネットワーク、データ分析ともやや平易な内容にとどめました。そのため、大学受験を見通す場

合には、よりレベルの高い問題演習に取り組むことをお勧めします。

最後に、この冊子が指導・学習の一助となり、大学入学共通テストでの成功につながることを願っています。

おわりに

プログラミングは、共通テストにおいて確実に出題される領域です。その際、示された文章の理解とプログラ

ムの読み解きが必要になります。

多くのプログラムでは、基本的なアルゴリズムである総和、最大・最小値検索、並べ替え、探索などが用いら

れます。これらのアルゴリズムの特徴を理解しておくと、問題で示されるプログラムの読み解きを短時間で終

えることができ、考える時間を節約できます。

たとえば、第 2 問の問 2【ウ】は典型的なカウントのアルゴリズムを使ったプログラムなので、初期化すること

と、条件に合致したときに変数に＋ 1（インクリメント）することを知っていれば、すぐに正解にたどり着きます。

模擬試験や実践的な問題を繰り返し解くこともトレーニングになるでしょう。とくに、繰り返しと条件分岐を

組み合わせたプログラミングは頻出問題なので、問題を解く速度と正確性を向上させるために、いろいろなパ

ターンの問題に触れて慣れておきましょう。

第 2 問　問 2【ウ】➡ p.11Check!Check!

基本的なアルゴリズムの徹底理解3

データの活用は、具体的なデータをもとに問題が構成されます。そのため、社会的事象に関する知識が豊富で

あることが、問題の理解や解答を導くことを助けます。また、総合学習の時間などで実際にデータの収集と分

析を行っていれば、そういった体験も役立ちます。

その基盤として、高校数学Ⅰと数学B の統計に関連する内容をしっかりと学習しておくよう生徒に伝えましょう。

社会的事象との結びつき4



32

日文教授用資料［情報］
令和 6年（2024 年）9月 25 日発行
編集・発行人　佐々木秀樹
日本文教出版株式会社
〒 558-0041　大阪市住吉区南住吉 4-7-5
TEL　06-6692-1261
FAX　06-6606-5171
本書の無断転載・複製を禁じます。

情報Ⅰ公開実力確認テスト
─解答データから見る傾向─

で共通テストを徹底攻略!!

穴埋め問題で基礎知識
を確認。
知識量を確認・整理し、
受験に必要なポイント
を効率よく学べます。

短時間で学習内容を復
習できる4択問題で、
基礎的な「読解力」を
固め、知識の理解と定
着を図ります。

共通テストの解法を動
画と合わせて確認。
QRコードを読み込む
ことで動画ページを閲
覧できます。

実際の共通テスト形式
の問題にチャレンジす
ることで、入試に向け
た力を確かなものにし
ます。

基本事項 チェックテスト 解法解説 模擬問題

STEP STEP STEP STEP

1 2 3 4

定価 ● 990 円（本体 900 円＋税 10%）　　体様 ● B5 判、244 ページ　　発行 ● 2023 年 11 月 10 日

発行・発売 ●日本文教出版　　ISBN ● 978-4-536-60136-8

入試までの学び直しに 総仕上げ学習に
生徒の自学自習や宿題に 授業の副教材として

情報の共通テスト対策はこれ一冊で！

映像でわかる
　　　共通テスト対策問題集

実際の試験と同等の難易度の問題に挑戦
できる問題集です。模擬問題よりも難易
度が高く、入試に近い形式を取っていま
す。最後に実戦問題に取り組むことで、
入試に自信を持って臨む力を養うことが
できます。

実戦問題

プラス
よりわかりやすく、より詳しく
講師による解説動画でしっかりサポート
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